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この報 告 書 は 、 日本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収益 の一 部 で

あ る機 械 工 業 振 興 資 金 の 補 助 を受 け て 、昭 和58年 度 に実 施

した 「マ イ ク ロコ ンピ ュー タの利 用 に 関す る共通 的 な技 術

開 発 」の一 環 と して と り ま とめ た もの で あ りま す。
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は じ め に

当協 会 マ イ ク ・コ ン ピュー タ振興 セ ンター(MCC)で は、 マ イ コン産 業 振

興 の一 環 と して 昭 和53年 度 以 来 マ イ ク ロコ ンピ ュー タ応用 シ ス テ ムの高 度 化 、

シ ス テム開 発 の効 率 化 な どに つな が る基 礎 的、 共 通 的 、 先導 的 技 術 につい て 、

シス テ ムハ ウス を 中心 に委 託 開発 を行 うこ とに よ り、 我 が 国 の マイ コ ン産 業 の

技 術 力 の育成 ・強 化 につ とめ てい るが、 昭 和58年 度 にお い て は次 の テー マ に

つ い て委 託 開発 を行 っ た。 〔 〕内は委 託 先

① シ ス テム 開発 技 術 者 の ため のCAI・.〔 ㈱ テ クニ カ ル シ ス テ ム 〕

② シ ステ ムハ ウス用 プ リン ト配 線 板 設 計援 助 シ ス テ ム

〔㈱ コ ンピ ュー タ シ ステ ムズ リサ ーチ 大 阪 〕

③ ・一 カル エ リアネ ッ トワー ク端 局用 リアル タ イ ム モ ニ タ 〔東海 ソフ ト㈱ 〕

④ マイ ク ロコ ン ピ ュー タに よ る2次 元 高速 ア ダマ ー ル変 換 装 置

〔㈱ エ ー ・デ ィー ・エ ス 〕

本 報告 書 は 、 上 記 テ ー マ の概 要 を と りま とめた もの であ る。

ここに委 託 開 発 にあ た りご指 導 ・ご協 力 い た だい た 関係各 位 に対 し厚 くお礼

申 し上 げ ると と もに、 これ らの 開発 シ ス テ ムが広 くマ イク ロ コ ン ピ ュー タ応 用

シス テ ム の開発 に携 わ る方 々 に利 用 され 、 我 が国 の マイ ク ロ コ ン ピュー タ産 業

の一 層 の発 展 に寄 与 す る こ とが で きれば幸 い であ る。

昭和59年3月
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第1章 システム開発技術者

の た め のCAI





第1章 システム開発技術者のためのCAI

1.1装 置 の 名 称

シ ス テ ム開 発技 術 者 の た め のCAI(以 下装 置 と略 す)

1.2装 置 製 作 の 目 的

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ 内蔵 シ ス テ ムは、 ます ま す増 大 す る こ とが考 え ら れ、

これ ら にた ず さわ るシ ス テ ム 開発技 術 者 の育成 は急 務 であ る。

そ こで、 そ の 育成 の一 助 とな るた め のCAIに よ る シ ステ ム 開発技 術 者教 育

に つい て 、 本年 度 は入 門 コー ス に限定 して 開発 す る。

1.5装 置 の 概 要

(1)構 成

① ハ ー ドウ エア

SEIKO9500

② ソフ トウ ェア

○ 開発 用 言語 は コンパ イ ラを使 用 す る。

○ 教 科構 成

iシ ス テ ム設 計 ・開 発手 順

iiハ ー ドウ ェア の設計 と製 作

iiiソ フ トウ ェ ア の設 計 と製 作

(2)機 能

① デ ィス プ レイ の 活用

② シ ミュ レー シ 。ン方 式

③ § ック ス ド ・イ ニシ アチ ブ手 法
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1.4機 能 詳 細

(1)デ ィス プ レイ の活 用

① 簡単 な ア ニ メ を利 用 す る。

動 きを見 せ る こ とに よっ て、 理解 度 ・興 味 を高 め る。

② 漢字 交 りの和文 に し、 簡 単 な 説 明文 にす る。

③ タ ッチ セ ンサ の 活用

デ ィス プ レイ 上 に表 示 さ れた 図 や絵 に触 れ る こ とに よっ て画 面 切 替 、 シ

ミュ レー シ ョン等 が 行 え る よ うにす る。,

(2)シ ミュ レー シ ョ ン方 式

① 具体 的 な内 容 にす る。

② コ ンピ ュー タ 内 に具 体 的 な モ デ ル(簡 易 に 図 解 で き る もの)を ブ ・グ ラ

ム化 す る。

(3)ミ ック ス ド ・イ.ニシ アチ ブ手 法

学 習者 が コー ス の選 択 、 質 問 、 中止 、問 題 作 成 等 の 実 行 が 出来 る仕 組 み に

す る。

1.5教 科 内 容 の 構 成

(1)教 科構 成 概 要

教 材 の 構 成

国園函
(メ ニ ュー)

シ ス テ ム 設 計

開 発 手 順

ハ ー ドウ ェア の

設 計 と 製 作

ソ フ トウ ェア の

設 計 と 製 作
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(2)教 科 の 内容

マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ を 内蔵 す る産業 機 械 の設計 、 製 作技 術 の習 得 を 目的

とす る。

但 し、 本 プ ログ ラム は入 門 コー ス であ り、 学 習者 の修 了 時 レベ ル は 次 の よ

うに想 定 す る。.

① 単 純 な機 器 構 成 の制 御 技 術 お よび知 識 の習得

② 現 場 実 習 に 入 れ る程 度 の技 術 お よび知 識 の習 得

(3)教 科 対象 のCPU

Z-80

(4)シ ミュ レー シ ョン機 能

教 程 のあ らゆ る場 面 で入 力 パ ラメ ー タ の変 更 に よる シ ミュ レー シ ョンを可

能 とす る。

(5)HELP機 能

学 習者 が 理解 不能 な部 分 に つい て は、HELP機 能 に よ り援 助 で き る よ う

に配 慮 す る。

1.6評 価

1.6.1プ ロジ ェ ク トの概 要

マ イ ク ・コ ン ピ ュー タを応 用 した機 器 の 開発 は ます ます さか ん に行 な わ れ、

需 要 も大 きい。 しか し、 そ の 開 発 に従 事 す る技術 者 は 極 め て少 く、 日本 の産 業

基盤 を強 固 な もの にす る には 、 そ の 種 の技 術 者 の 育成 が急 務 とな っ てい る。

技 術 者 育成 の た め には学 校 にお け る教 育、 企 業 内 に おけ るOFT、OJTが

考 え ら れ る。 そ の いず れ も現 状 では 極 め て不 十 分 であ る。大 体 、 教 え る ことの

で きる教師 の数 に限 りが あ る。 そ こ で考 え ら れ るのがCAIの 利 用 であ る。 本

プ ロジ ェ ク トは 、 マ イ コ ン応 用技 術 者教 育 を 目的 とす るCAIシ ス テ ムの 開 発

を 目的 とす る。 た だ し、限 られ た 予算 と時 間 内 では到 底全 コー ス を作成 す る こ
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とは で きな い の で、 初 歩 コー ス に限 定す る こ とに した。 しか し、昨 年 度 のパ ー

ソナ ル コ ン ビ=一 夕 使用 のた め のCAIコ ー ス を修 了 した程度 の予 備知 識 を持

つ こ とは 前 提 に して い る。

1.6.2評 価

(1)ハ ー ドウ エ ア

ハ ー ドウ エ アー 式 の うち コ ン ピュー タ シ ス テ ム につ い ては昨 年 度 使用 した

SEIKO9500を そ の まま流 用 した の で、 何 ら問 題 は な い。 本 年 度 は、 マ

イ コ ン応 用 シ ス テ ム技 術 者 の教 育 用 とい うこ と で、 ハ ー ドウ ェア と して、 模

型 電車 の制 御 シ ス テ ムを作 成 した。 これ は学 習 者 に興 味 を持 たせ 、 また、 教

育 中 に教 育 内容 に 関 して 実感 を与 え る こ とに よ って教 育 効 果 をあ げ よ うとい

うね らい か ら作 れ た。 この制 御 シ ステ ムは(制 御用 ソラ トゥ ェアを も含 めて)、

限 られ た 予算 と模型 部 品 の信 頼 性 の低 さな どの た め に、 作 成 が難 行 した よ う

だ が 、最 終 的 に は学 習用 と して安 心 して使 え る もの に な っ た。

(2)ソ フ トウ ェ ア

電車 模 型 の制 御 シ ステ ム 内 の ソ フ トは前 述 した よ うに完 動 した。

CAIシ ス テ ム の核 であ る学習 プ ログ ラム につ い て、 以 下 に述 べ る。

第1に 、 教 育 効 果 を あ げ るた めの デ ィス プ レイ の活 用 に つい て。 簡 易 ア ニ

メー シ ョンの導 入 、漢 字 ま じ り文 、 タ ッチ セ ンサ の巧 妙 な利 用、 な ど一 定 の

成 果 が み られ る。

第2に 、 シ ミュ レー シ ョン方 式 の利用 につ い て。 単 に説 明、 出題、 回答 判

断 の くりか え し型 で は本 当の教 育効 果 は あ げ に くい 。 そ こ で、対 象 モ デル を

コ ン ピ ュー タ 内 に シ ミ ュ レー トし、 学 習 者 が 自発 的 に そ れ に働 きか け る こ と

に よ っ て教 育 を 進 め る方 式 が 考 え られ る。 これ を シ ミュ レー シ ョン方式 と呼

び、 本CAIシ ス テ ムへ の導 入 を要 請 して あ った 。 納 入 され た学 習 プ ログ ラ

ム に おい て は、 本 格 的 な シ ミュ レー シ ョ ン方 式 とはい か な い が、 初 歩 的 とは

言 え、 む ずか しい この方 式 の導 入 が 随所 にみ ら れ る。 特 に、電 車 模 型 の制 御
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の方 式 を教 育す る コー ス に うま く利 用 され てい る。

さて 、 第3に 、 本 シ ス テ ムの教 科 の コー ス につ い て であ る。 最初 に、 シ ス

テ ム設 計 全 般 につ い て の コー ス が あ り、 次 にハ ー ドウ ェア、 ソフ トウ ェア と

続 く。 全 般 的 に、 学 習 意欲 を維 持 させ る よ うに、勉 学 の 目的 意 識 を絶 えず 持

たせ るよ うエ夫 され てい る。何 の ため に これを 習 うのか、 とい った こ とをは

っ き りさせ な が ら コー ス を進 め て い る。 こ れは教 育 コー ス の作 成上 重 要 な こ

とで あ る。

全 般 的 に、 学 習 プ ログ ラム につ い ては ま だ改 良 の余 地 が あ る もの の、 基 本

的 な考 え方 はす ぐれ た もの であ る と評 価 で き る。

③ 学 習 プ ログ ラムの検 証

CAIの プ ログ ラ ムは コ ン ピュー タ上 で動 けば終 り、 とい うわけ には行 か

な い。 相 手 は学 習 者 とい う生 身 の人 間 であ るか ら、 実際 に何 人 もの学 習 者 に

使 って もら って、 欠 点 を改 良す る過 程 を必 らず 持 た な けれ ば な ら ない。 しか

し、 残 念 な が ら本 プ ロ ジ ェク トには予 算 お よび時 間 の点 でそ の余 裕 が な か っ

た。 これ は、CAIプ ロジ ェク トと して は問 題 であ って、機 会 をみ て、 本 シ

ス テ ムの学 習者 に よ る トライ ア ウ トを行 うこ とを希 望 す る。

1.6.5総 合 評 価

電車 模 型 の制 御 シ ス テ ムの作 成 と、 シ ス テ ム 開発 技術 者 のた め の初歩 コー ス

の学 習 プ ログ ラ ムの作 成 が 本 プ ロジ ェク トの 内容 であ る。 両者 と も上 述 した よ

うに大 む ね 良好 な 出来 ば え とな っ た。 しか し、学 習 者 に よ る トライ ア ウ トがほ

とん ど で きな か った の が問 題 であ り、 今後 の機 会 の あ る こ とを希望 す る。
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第2章 シス テ ムノ・ウス用 プ リン ト

配 線 板 設 計 援 助 シ ス テ ム





第2章 システムハウス用プリント配線板設計援助システム

2.1装 置 の 名 称

シ ステ ム ハ ウス用 プ リン ト配線 板 設 計 援 助 シ ス テ ム

2.2装 置 製 作 の 目 的

シ ス テ ムハ ウ スが 導 入 しや す い シ ス テ ムサ イズ であ って、 安価 な シ ステ ムハ

ウス 向 き に実 用 的 な プ リン ト配 線 板 設 計用 の会 話型 設 計 援 助 シス テム の技 術 を

開発 す る こと を目 的 とす る。

現 在 シ ス テ ムハ ウス が希 望 す るCADシ ス テ ムは、 極 めて 高価 で あ り、又 、

シス テ ム の機能 面 か ら見 て も、 シ ス テ ムソ フ トウ ェア が公 開・され て い ない こ と

や、拡 張 、変 更 等 が考 慮 され てい ない こ とか ら種 々の業 種 の シ ス テ ムハ ウスへ

の適応 や 業務 の拡 大 に 伴 う拡 張 が で きな いの が現 状 であ る。

本 装 置 は 昭和57年 度 に近 畿 計 測器 ㈱ が開 発 した 「シ ス テ ムハ ウス用CAD

端末 」(ド ラプ デ ィ ング機 能 を援 助す る もの に絞 ら れた 、CADシ ス テ ムの核

に当 る部 分 が 提 供 さ れ て い る)を 発 展 させ る もの で

1.パ タ ー ン管 理 機 能

2.エ ラー チ ェ ック機 能

3.図 形 の再 配 置 処 理機 能

4.ア ー トワー ク 出力 機 能

5.部 品管 理 機能

等 の機 能 の追 加 ・強 化 を計 る。

な お、 機 能 の追 加 ・強 化 に当 っては 将来 、

1.自 動 配 線機 能

2.NC機 器 へ の 接 続機 能

等 の シ ス テ ム ア ップ が可 能 な デ ー タ構造 を設 計 ・構 築 す る。
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2.5装 置 の 概 要

本 装 置 は 、 次 の 部 分 に よ っ て 構 成 さ れ る 。

1)シ ス テ ム コ ン トロ ー ラ

2)カ ラ ー デ ィス プ レ イ/キ ー ボ ー ドタ ー ミナ ル

(昭 和57年 度 開 発 機 器)

3)X-Yプ ロ ッタ

4)デ ィ ス ク ・メ モ リ

5)フ ロ ッ ピー デ ィス ク ・メ モ リ

6)グ ラ フ ィ ッ ク パ ッケ ー ジ ソ フ トウ ェ ア

(図1に 外 観 図 を 示 す)

2.4機 能 詳 細

1)シ ス テ ム コ ン トロ ー ラ

(16ビ ッ トマ イ ク ロ プ ロセ ッサ)

2)カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ/キ ー ボ ー ドタ ー ミナ ル

(昭 和57年 度 仕 様 書 参 照)

3)X-Yプ ロ ッタ

① ベ ンダウ ン時速度

② ペ ンア ップ時速 度

③ ペ ン装置本数

④ 使用記録紙

⑤ 最大有効記録範 囲

⑥ イ ンターフ ェー ス

⑦ ステ ップ幅

⑧ ペ ン切換精度

一 式

一 式

式

式

式

式

一

ー

一

一

381mm/sec

508mm/sec

6本

A3判420×297mm

402×275mm

RS-232-C

O.025mm

O、2m.m

本装 置 は、 性 能 に おい て 当初 提 出 し ま した仕 様 よ りベ ン ダ ゥ ン時速 度 にお
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い て 、19mxz,/sec劣 ってお ります が ペ ン ア ップ時速 度 及 び加 速 に優 れ る為 ト

ー タル な描 画速 度 では前 仕 様 を上 回 る もの です
。

又 、 ペ ン装 着 本 数 も2本 減 って お ります が、用 途 か ら考 え ます と、 同 時 に

何 色 使 え るか 、 よ り描 画 精度 の 方 が、 重 要 と思 わ れ ますの で仕 様 を 変 更致 し

ま し た。(描 画 精度 は約2倍 に 向上 し て い ます)

4)デ ィスク ・メ モ リ

① 記 憶 容 量10MB

② 平 均 ア ク セ スタ イ ム20ms

③ 転 送 速 度1229KB/S

④ 記 録 密 度9550BPI

シ ス テ ム コ ン トロー ラ と同一 筐 体 に 内蔵 。

5)フ ロ ッピー デ ィスク ・メ モ リ

① 記憶 容 量1MB(両 面倍 密 度)

② トラ ック シー ク時 間5ms

③ シー ク セ ト リング時 間15ms

④ ヘ ッ ド・一 ド時間50ms

シ ス テ ム コ ン トロー ラ と同 一筐 体 に内蔵 。

6)シ ス テ ム と して の機 能

① 配線 領 域 の規 定 、 スル ー ホー ル の形 状 指 定、 配線 の形 状 指定 の 情 報 を簡

単 に入 力 で きる よ う、 パ タ ー ン管理 機 能 を強化 す る。

線 幅 を 指定 可 能 にす る。

ス ル ーホ ー ル 形状 を数 通 り登 録 可 能 と し、 そ の選 択 使 用 を可 能 に す る。

コー ナ ーRを 付 与可 能 とす る。

た だ し、.線幅 は 、等 しい もの とす る。

禁 止 帯 の登 録 を 可能 とす る。 た だ し、 そ の形 状 は、 円又 は長 方 形 に限 る。

② 配 線 の過 程 で、 ① で定 め た形 状 を簡単 に利 用 し得 る よ う配 線 ソフ トウ ェ

ア機 能 を強化 す る。
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ジ ョイ ス テ ィ ック に よ る、 直接 座 標 入 力 とし、正 規 化 処 理 を行 な う。

各 、 折 れ曲 が り点 の指 定 に よ る配 線 方 法 は、 前 回 と同様 であ る。

コー ナ ーRは 、 自動 付 与 可 能 と し、 マ ニ ュアル に よ る付 与 も可 能 とす る。

スル ー ホ ー ル形 状 の指 定 は 、 デ ィフ ォル トを持 ち 、 そ れ 以外 の 使用 は、

デ ィフ ォル トを切 換 え る こ とに よ り可 能 とす る。

線 幅 は 、1本 の配 線単 位 で指定 可 能 とす る。

各 層 へ の配線 は、 配 線 層 をそ の都 度 切 換 え る こ とに よ り、 可能 とす る。

③ ② で作 成 され た配 線 パ ター ンが、 ① で指 定 した 設計 規 則 を満 足 す る こと

を、 チ ェ ックす る。 エ ラー チ ェ ック ソフ トウ ェア を強化 し、 更 に誤 配 線 或

い は 、 未 配線 の 検査 を簡 単 に行 え る機 能 を 付与 す る。

配 線 が 、規 定 され た配 線 領 域 に あ る こ とを チ ェ ックす る。

誤 配 線 につ い て は 、 指定 さ れた1つ の ネ ッ トのみ を表 示 す る よ うに し、

簡 単 に チ ェ ック で ぎ る よ うにす る。

未 配 線 につ い ては 、未 結 線 の ラ ン ドをCRT上 で色 を変 えて表 示 し、 簡

単 にチ ェ ック で き る よ うに す る。

④ 指 定 さ れた 領 域 の 図形 を 指定 した 距 離(メ ッシ ュ数)だ け、配 線 と共 に

移 動 し、 或 い は 、 削 除 して再 配 置 を可 能 とす る図形 移 動 削 除機 能 を付与 す

る。

、 前 シ ス テム では 、 登 録 済 み 部 品 の引 用 が可 能 であ った が、 これ を拡 張 し、

汎 用的 な 回路 パ タ ー ンの登録 を 可能 と し、 さ ら に その 引用 を可 能 とす る。

指定 さ れ た領 域 の 図形 移 動 は 、配 線 部 にお い て線 を切 り離 す とす るか 、

又 は 、 直線 結 線 とす る2つ のパ タ ー ン とす る。

⑤ アー トワー ク出 力 を フ ・ ッピー デ ィス ク又 は、X-Yプ ・ッタ に 出力 す

る。

アー トワー ク出 力 ソ フ トウ ェアを作 成 す る。

FDに て 、 フ ァイル の圧 縮 保 存 を 可 能 とす る。

X-Yプ ロ ッタ は、 精度 及 び描 画 サ イズ を 考 え る と、 実 用 とな る もの は
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極 め て高 価 であ り本 シ ス テ ムへ の組 み 込み は 、 困難 であ る。

した が って 今 回 は チ ェ ック用 も し くは、 ドキ ュ メ ン ト用 としてX-Yプ

・ ッタ を使 用 す る こ とに限 定す る。

他 の製 図 シス テ ムへ の連 係 も検 討 し、可 能 であ れば 考慮 す る。

⑥ 通常 多様 され る、LSI、MSIお よびR、L、Cな どのデ ィスク リー

ト部 品 の 入 力 可能 な 部 品 フ ァイ ル お よびそ の 管 理 シス テ ムを付 加 す る。

又 、 部 品名 称 を指 定 す る ことに よ り部 品 入 力 で きる機 能 を追 加 し さ らに

部 品外 形 、単 価 等 の 情 報 も管 理 す る。

⑦ 上記 ① な い し⑥ の 処 理 を効率 化 す る よ う、 フ ァイル 管 理 ソフ トウ ェ アを

強 化 し、 編 成 を改 善 す る。

⑥ の 情 報 を 、 デ ィス ク で管 理 す る こ とに よ り、 処理 の高速 化 及 び よ り多

くの情 報 の管 理 を可 能 とす る。

7)構 造 仕 様

図1に 外 観 図 を示 す 。

8)使

温

湿

電

用 条 件

度

度

源

10～35℃

30～80%結 露 し な い こ と

単 相AC100V±10%

50HZま た は60HZ
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纏
カラーデ ィスプレイ/

キ ーボー ドター ミナル

(昭 和57年 度 納入品)

ノ

コ ン ソ ー ル

(開 発 ツ ー ル)

システムコン トロー ラー(開 発 ツ ー ル)

フロッピ]デ ィスクメモ リー

(昭 和58年 度 納 入 品)

デ ィスクメモ リー(昭 和58年 度 納 入 品)

OS(開 発 ソ ー ル)

コンパ イ ラー(開 発 ツ ー ル)

フ

(開 発ツール)

図1.外 観 図
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2.5評 価

本 年 度 の プ ロジ ェク トは、 昭 和57年 度 プ ・ジ ェク ト 「シス テムハ ウ ス用C

AD端 末 」(以 下 、 前年 度 プ ロジ ェク トと呼 ぶ)の 成 果 を うけ て こ れ の機能 を

拡 充 し、 シ ス テ ムハ ウス 向 け に使 い 易 い プ リン ト配 線 板 設計 援 助 シ ス テ ムを実

現 す る こと に あ った 。従 っ て、 本年 度 の仕 様 書 を満 足す る こ とは 勿 論 であ る が、

前年 度 プ ロジ ェク トの成 果 とも対比 して ハー ドウ ェア及 び ソフ トウ ェアの機 能

を評 価 す る。

2.5.1ハ ー ドウ ェ ア の 評 価

本年 度 の ハ ー ドウ ェアの 主要 な改 良点 は、 シス テ ム コン トロー ラ を、 前年 度

のLSI-11/23に 代 えて、M68,000を 主 プ ロセ ッサ とす るU-Stationを 採

用 した こ と に あ る。 従 って、演 算 処 理 能 力 が、 前 年 度 の シス テ ム に比 べ て、 か

な り向 上 して い る。 更 に、 前年 度 納 入 品 では あ るが、 グ ラ フ ィ ックデ ィスプ レ

イ(Sapience)の ソフ トウ ェ ア機 能 及 び ハ ー ドウ ェア機能 が製 造 業 者 側 の改 良

に よ って拡 充 され、 前 年度 に比 較 して か な り使 い易 い シ ステ ム に改 良 され てい

る。 この よ うな機 能 向上 に よ って、 本年 度 プ ロジ ェク トの ハ ー ドウ ェ ア機 能 は 、

前年 度 に 比較 して、全 体 と して大 幅 に改善 され てい る と認 め ら れ る。

更 に、 本 年 度 納 入物 品 の うちハ ー ドウ ェ アに 関す る部分 を評 価 す る為 に、 仕

様 書 の要 求 機 能 と本 年度 納 入物 件 の機 能 とを対 比 して 、表1(a)、(b)及 び(c)に そ

れ ぞ れ取 り ま とめ て示 し、 個 別 の機 器 に 関す る評 価 を付 記 す る。

納 入 物 件 は 、 当 初 予定 し た機 種 を描 画 の 精度 を重視 して変 更 した為 に、 例 え

ば 、 ベ ン ダ ウ ン速 度 が僅 か に仕 様 を下 回 り、 ペ ン本数 が2本 減 少 して い るな ど、

仕様 書 の機 能 と若 干 の相 違 が あ る。 然 しペ ンア ップ速 度 の向 上 及 び、 仕 様書 に

は示 され てい な い が 、加 速 能 力 が向 上 して い るな どの 改善 が 見 られ、 描 画速 度

は全 体 と して 向 上 して い る の で、差 し支 え ない もの と認 め られ る。 ペ ン本数 の

減 少 も、 描画 精度 の 向上 の観 点 か ら、 実 用 上 差 し支 え無 い と認 め ら れ る。
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表1(a)X-Yプ ロ ッ タ の 機 能 対 比

要 目 仕様書 の要求機 能 納入物件の機能

① ベ ンダ ウ ン時速 度 400沈 沈/sec. 361砿 沈/sec.

② ペ ンア ップ 時速 度 400砿 沈/sec. 508死 斑/sec.
〆

③ ペ ソ装着本数 8本 6本

④ 使用記録紙 A3版420×297砿 π A3版420×297砿 沈

⑤ 最大有効記録範囲 400×275砿 η 400×275忽 π

⑥ イ ンタ フ ェ ー ス RS-232-C RS-232-C

⑦ ス テ ップ輻 0.025砿 沈 0.025π η

⑧ ペ ン切換 精度 0.2加 功 0.2π 沈

表1(b)ハ ー ドデ ィスクメモ リの 機 能 対 比

要 目 仕様書 の要求機 能 納入物 件の機能

① 記憶容量 10MB 10MB

② 平均 アクセス時間 20ms 20ms

③ 転送速度 1229KB/S 1239KB/S

④ 記録密度 9550BPS 9550BPS

表1(c)フ ロ ッピィデ ィスクメモ リの 機 能 対 比

要 目 仕様書の要求機能 納入物件 の機能

① 記憶容量 1MB(両 面 倍 密 度) 1MB(両 面倍 密 度)

② トラ ッ ク シ ー ク 時 間 5ms 5ms

③ トラ ッ ク セ ト リング 時 間 15ms 15ms

④ ヘ ッ ド ・一 ド時 間 50ms 50ms
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これ らの 補 助 記憶 装 置 は いず れ もシ ステ ム コ ン トロー ラ内 に収 容 され て い る

もの で あ る が、 い ず れ も仕 様 書 の規 定 を満 足 してい る と認 め られ る。

以 上 述 べ た よ うに、 シ ス テ ム コ ン トロー ラの 改 良 に よって、 ハー ドウ ェア機

能 は 前年 度 プ ロジ ェク トよ り大幅 に 向上 しか つ 今年 度 納 入 の ハー ドウ ェ ア物 件

につ い て もい ず れ も仕 様 を満 足 して い る もの と評 価 す る。

2.5.2シ ステ ム機 能 と評 価

前年 度 プ ロジ ェク トのシ ス テム は、 以 下 の よ うな極 め て限 定 され た機 能 を持

つ に過 ぎ な か った。 即 ち 、

i.配 線 上 の制 約 条 件 の フ ァイル 化 の能 力

ii.部 品位 置 とメ ッシ ュ数 指 定 に よる部 品 の画 面表 示

iii。始 点 、 折 れ 点 及 び終 点 の指 示 に よ る配 線 の画 面 表示

[V.表 示 画 面 上 での 部分 画 面 の拡 大 、縮 小 並 び に移 動操 作

V.表 示 画 面 上 での 部分 画 面 の 削除 、追 加 並 び に変 更機 能

vi。 表 示 画 面 上 での 色分 け並 び に点 ・実 線 表 示 の 指示 機 能

vii.多 層 配線 板 に於 け る層 別 表 示機 能

vjli.配 線 デ ー タ の フ ロ ッ ピ ィデ ィス クへ の記 録能 力

等 であ る。

これ に対 して、 本 年 度 の シ ステ ム では、 上記 の各機 能 を強 化 す る と共 に、

① 配 線 領 域 の規 定 、 スル ー ホ ー ル の形 状 規定 、配 線 の形 状 指定 の 情 報 を簡 単

に入 力 で き る よ う、 パ ター ン管 理機 能 を向 上 す る こ と。

② 配 線 の過 程 で、① で定 め た形 状 を簡単 に 利用 し得 る よ う配 線 ソ フ トウ ェア

機 能 を強 化 す る こと。

③ ② で作 成 され た 配線 パ タ ー ンが、③ で指定 した設 計 規 則 を満 足 す る ことを

検 査 す る よ うソ フ トウ ェ ア機 能 を強化 す る こ と。 又 、誤 配 線 或 い は未 配線 の

検 査 を 簡単 に行 え る機 能 を付 与 す る こと。

④ 指 定 され た領 域 の 図形 を 指定 した距 離(メ ッシュ数)だ け、 配 線 と共 に移 動
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し、 或 い は削 除 して再 配 置 を 可 能 とす る図 形移 動 ・削 除機 能 を付 加 す ること。

⑤ アー トワー ク 出 力 を フ ・ ッピ ィデ ィス ク 又 はX-Yプ ・ ッタ に 出力 す るア

ー トワー ク 出力 ソフ トウ ェアを付 加 す る。

⑥ 通 常 多用 さ れ るLSI、MSI及 びR、L並 び にC等 の デ ィス ク リー ト部品 を

定 義 して入 力す る ことが で き る部 品 フ ァイル 及 び そ の管理 シ ステ ムを付 加 す 、

る こ と。

⑦ 上記 ① な い し⑥ の 処 理 を効 率 化 す る よ う、 フ ァイ ル管 理 ソフ トウ ェ アを強

化 し、 編 成 を改 善 す る こと。

等 が求 め ら れ てい た 。

こ れら の機 能 強化 を 実現 す る為 に は、 部 品 フ ァイル 構造 の改善 と強化 を 図 る

こ とが まず 必要 であ る。 本年 度 プ ロジ ェク トで は、 前年 度 プ ロジ ェク トで作 成

され た フ ァイル 編 成 を基 本的 に見 直 して フ ァイル 構 造 の 改善 が実 現 され て お り、

前 年 度 プ ロジ ェク トに 比 べ て 、本 質 的 な 改 善 が実 施 され た と認 め ら れ る。

個 々 の機 能 に就 い て は、 取 扱 説 明書 に詳 細 に記 述 され て い る よ うに、 ほ ぼ仕

様 書 を満 足 す る ソ フ トウ ェ アが作 成 さ れ て い る もの と認 定 され る。但 し、 コマ

ン ドの一 部 に就 い て は よ り使 い や す い形 式 とす る ことが可 能 であ る と認 め られ

るの で、 更 に改善 を図 る よ う指 示 した。

2.5.5総 評

以上 述 べ た ハ ー ドウ ェア並 び に シス テ ム機 能(ソ フ トウ ェア)の 評 価 を綜 合

す れ ば、 次 の よ うに取 りま とめ る ことが で き る。

(1)ハ ー ドウ ェア構 成 は 、 シス テ ム コ ン トロー ラの強 化 に よって、 充 分 に仕 様

を上 回 る機 能 が 実 現 され てい る。

② ソ フ トウ ェア機 能 に つい ては 、 フ ァイ ル構 造 の 基本 的 見 直 しに よっ て、 発

展 性 の高 い シ ス テ ム が構 成 さ れ てい る。

これ らの点 か ら、 本 プ ロジ ェク トは 当初 予定 した 目標 性 能 を満 足 す る もの

であ る と認 め ら れ る。
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第3章 ロー カノレエ リアネ ッ トワー ク

端 局 用 リアル タイムモニタ





第 ろ章 ローカルエリアネットワーク端局用 リアルタイムモニタ

5.1装 置 の 名 称

ロー カル エ リアネ ッ トワー ク端 繁用 リアル タ イ ムモ ニタ(以 下 装 置 と略 す)

ろ.2装 置 製 作 の 目的

57年 度 に開発 された 「光 フ ァイ バ ー を用 い た簡 易 型 ロー カ ル エ リア ネ ッ ト

ワー ク シ ス テ ム」 「イ ンテ リジ ェ ン トデ ィス クフ ァイル 管理 ユ ニ ッ ト」 と56

年 度 に 開発 され た 「イ ンテ リジ ェ ン ト ・デ ィスク ユ ニ ッ ト」 を使 用 す る こ とを

条 件 と して、 複数 の 端局 を 有 す るデ ー タ収 集 シ ス テ ム、 プ ロセ ス制 御 シス テ ムい

ソフ トウ ェア開 発 シ ステ ムの 分散 処 理 シ ス テム を構 築 す る際 の 基礎 とな る リア

ル タ イ ム モ ニタを 開発 す る。

ろ.5装 置 の 構 成

本 リア ル タ イ ム モ ニ タ は57年 度 に 開 発 さ れ た 「光 フ ァイ バ を 用 い た 簡 易 型

ロ_カ ル ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム 」 の 端 局(LST:ロ ー カ ル ス テ ィー シ ョ ン)

の メ モ リ上 に 常 駐 し て 、 ネ ッ トワ ー ク に 結 合 さ れ る 端 局 と通 信 す る通 信 制 御 機

能 及 び 端 局 本 来 の プ ロ セ ス 制 御 を 行 うタ ス ク 制 御 機 能 を 持 つ モ ニ タ と す る 。

57年 度 に開 発 さ れ た ロー カ ル ネ ッ ト ワー ク シ ス テ ム に お い て は 、 ネ ッ ト ワ

ー ク 側 端 局(LT:ロ ー カ ル タ ー ミ ナ ル)と ア プ リケ ー シ ョ ン側 端 局(LST:

ロ ー カ ル ス テ ー シ ョ ン)と が デ ュ アル ポ ー トRAMを 用 い た メ モ リ結 合 と な っ

て お り、LSTの プ ロ グ ラ ム は シ ン グ ル タ ス ク で あ っ た が 、 本 リア ル タ イ ム モ

ニ タ の 開 発 に よ りマ ル チ タ ス ク プ ロ グ ラ ム が 走 れ る こ と とな る。 又 、 開 発 さ れ

たLT・LSTと も ハ ー ド と し てSIO(シ リ ア ル 入 出 力 ポ ー ト8251)と

PIO(パ ラ レル 入 出 力 ポ ー ト8255)を 標 準 装 備 して い る た め に 、57年

度 に 開 発 さ れ た ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム に ハ ー ドの追 加 な くし て 、 ネ ッ トワ ー ク
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側端 局 とポー ト結 合 す る リアル タイ ムモ ニ タ も製 作 す る こ とが で き る。

57年 度 に 開発 され た 「光 フ ァイ バ を 用 い た 簡 易型 ローカ ル ネ ッ トワー ク シ

ス テ ム」 の デ バ イ ス 接続 を若 干変 更 し、 や は り57年 度 、56年 度 に開 発 され

た 「イ ン テ リジ ェ ン トデ ィス ク フ ァイ ル 管 理ユ ニ ッ ト」(図 中1)と 「イ ン テ

リジ ェ ン ト ・デ ィス クユ ニ ッ ト」(図 中2)を 接 続 す る た めに 「PIOイ ン タ

ー フ ェイ ス 基 板(注1)を 増 設 し、 評 価 用 に 「メ モ リ基 板 」(注2)を 増 設 し

た 次 の構 成 とす る。

囲LC、LT、LSTと も8086SBCで あ る。

合

LST
モ リ基板(注2)

膓 ＼

画[iヌ

合

品T(注1)

ハー ド

デ ィスク

沖 パ ソ コ ンif80(レ50

「

Y
◎ 巳麟;⇒

'東 海 ソ フ ト内備 品

三 菱 開 発 サ ポ ー ト装 置PC9100、PC9110

一_一 一__一_一

、・杉産業電機㈱ よ り借用

図1ハ ー ドウ ェ ア構 成 図

一18一



ネ ッ ト ワー ク 側 端 局(LT)と ア プ リケ ー シ ョ ン 側 端 局(LST)の メ モ リ

に 配 置 さ れ る プ ロ グ ラ ム は 次 の 様 な 構 成 と な る 。

使用例1使 用例2

光 ファイバ

OOO

LT(注1)LT

－プネ
ット制御 プ ログラム

SIOル ープネット、ンドラ

PIOル ープネットハンドラ

レープネット制御 プ ログラ

標 準 ハ ン ド ラー

LST

PIO

ボ ー ト結 合 用

リアル タイ ムモニ タ

一 一 一
コ

ン

ソ

ー

ル
コ
マ

ン

アブ

妾
1

ζ
ン

アプ

リ
ケ
|

ζ
ン

ド タ タ
タ ス ス
ス

乙
ク

⊥

ク
2
一

(注2)

P

.》 ↓
不

装 置

(注1)ル ー プネ ッ ト制 御 プ ログ ラム は既 に57年 度 に開 発 済 で あ る。

(注2)コ ン ソー ル コマ ン ドタ スク はLSTにCRTが 接 続 され て い る時

に有 効 であ り、 ジ ェネ レー シ ョ ン時 に必 要 の有無 を 指定 す る。

(注3)モ ニタ を使 わ ず標 準 デバ イ ス を動 か す 場 合

図2ソ フ トウ ェア の構 成 図
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ろ.4装 置 の 主 な 機 能

(1)タ ス ク プ ログ ラ ム 管 理 … … メ モ リデ ー タ を 共 有 す る タ ス ク プ ロ グ ラ ム(最

大64本)の 制 御 を 行 う。

O

O

O

O

O

生 成 ・消 滅 制 御 … …ATTACH、DTTACH

同 期 制 御 … …WAIT、POST、WAITM

資 源 制 御 … …ENQ、DEQ

タ イ マ 制 御 … …STIME、RTIME、GTIME

入 出 力 制 御 … …SETDI、EXCP、WAIT

(2)ネ ッ トワ ー ク 管 理

O

O

O

O

O

O

ス テ ー シ ョ ン 資 源 管 理 … … 特 定 端 局 の 占 有/解 除(ENQ、DEQ)

ネ ッ トワーク コモンデータ 通 信 … … 特 定 端 局 コモ ンエ リアのREAD/WRITE

デ ー タ ベ ー ス マ シ ン か ら プ ロ グ ラ ム のdiー デ ィ ン グ と実 行 指 示(RUN)

自 局 メ モ リー の デ ー タ ベ ー ス マ シ ン へ の格 納/取 出 し(SAVE、LOAD)

ダ ウ ン ロー デ ィ ン グ … … 子 局 へ の プ ログ ラ ム送 り出 し と実 行 指 示

ス テ ー シ ョ ン ス テ ー タ ス チ ェ ック(ヘ ル ス チ ェ ッ ク)… … 端 局 通 信 デ ー

ブル(通 信 マ ップ)他 情 報 の取 出 し

③ そ の 他

① ネ ッ トワー ク通 信 マ ク ロ… …57年 度 に開 発 され た ネ ッ トワー ク通信 機

能 を マ ク ロ と して登 録 す る。

トワー クへ のLSTの 参 加 と離 脱O

O

O

不 ッ

相手局LSTと の接続要 求 と接続断

デー タ の送 信 と受信

INTL、TERM

CNCT、DISC

SEND、RECV

② デ ー タベ ー ス マ シ ン 端 局 と の 通 信 … …57年 度 開 発 の 「イ ン テ リジ ェ ン

トデ ィ ス ク フ ァイ ル 管 理 ユ ニ ッ ト」 との 接 続 を行 う。

○ デ ー タ ベ ー ス マ シ ン の フ ァイ ル 管 理 活 用 … …OPEN、READ、

WRITE、CLOSE
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③ ・ ン ソー ノレ・ マ ン ドタ ス ク 機 能 … ・-CRTの 国 ・一 ドキ ー イ ン に

よ り起 動 さ れ 、 デ ィバ ッグ の 役 に供 す る。

oメ モ リー の ダ ン プ 、 パ ッチ … …DUMP、PATCH

oタ ス ク 制 御 マ ク ロ の キ ー イ ン シ ミ ュ レー シ ョ ン(図2参 照)

5.5評 価

本 プ ロ ジ ェク トは 、57年 度 に 開 発 さ れ た"光 フ ァ イ バ を 用 い た 簡 易 型 ロー

カ ル エ リア ネ ッ トワー ク シ ス テ ム"お よ び"イ ン テ リジ ェ ン トデ ィ ス ク フ ァ イ

ル 管 理 ユ ニ ッ ト"を 使 用 す る こ とを 条 件 と し て 、 複 数 の 端 局 を 有 す る デ ー タ 収

集 シ ス テ ム ・プ ロセ ス 制 御 シ ス テ ム ・ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 シ ス テ ム の 分 散 処 理 シ

ス テ ム を 構 築 す る際 の 基 礎 と な る リア ル タ イ ム モ ニ タ を 開 発 す る こ と を 目 的 と

し て い る 。 こ の リア ル タ イ ム モ ニ タ は 次 の 機 能 を 有 す る こ とが 要 求 さ れ て い る。

(1)ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て し ゅ じ ゅ の 動 作 を 行 うタ ス ク 群 を

管 理 す る機 能 、 お よ び タ ス ク が 必 要 と す る シ ス テ ム マ ク ロ機 能 。

(2)ロ ー カ ル エ リ アネ ッ ト ワ ー ク の 管 理 の た め の 機 能 、 す な わ ち 、 ネ ッ ト ワー

ク の 構 造 、 各 ス テ ー シ ョン の 状 態 の 制 御 とチ ェ ック 、 ス テ ー シ ョ ン間 の 通 信

機 能 。

(3)デ ー タベ ー ス マ シ ン と し て の イ ン テ リジ ェ ン ト ・デ ィ ス ク ユ ニ ッ トの 利 用

機 能 。

(4)ネ ッ トワ ー ク ・ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム 開 発 の た め の 支 援 機 能 。

こ れ ら の要 求 仕 様 に 対 し て 、 シ ス テ ム機 能 を総 合 的 に 評 価 す る 。

5.5.1シ ステ ム機 能 の 評 価

(1)タ ス ク管 理機 能 につ い て

タ ス ク間 同期 制 御、 資 源 制 御 、 タイ マ制 御 、 入 出 力制 御 の た め に、 全 体 で

十 数 種 の シ ス テ ム ・マ ク ロが用 意 され て い て、 最 大64本 の タ スク が並 行 動

作 が可 能 であ り、 十 分 な機 能 を有 す るモ ニ タ とな って い る。
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(2)ネ ッ トワー ク 管 理 機 能 に つ い て

ス テ ー シ ョ ン資 源 の 管 理 機 能(特 定 ス テ ー シ ョ ン の 占 有 、 解 除)、 ス テ ー

シ ョ ン 間 通 信(ス テ ー シ ョ ン ・コ モ ンエ リア のREAD、WRITE)、 ス テ ー

シ ョ ン ・ス テ ー タ ス チ ェ ッ ク 、 ス テ ー シ ョ ンの 参 加 と離 脱 、 ス テ ー シ ョ ン間

接 続 制 御 、 メ ッ セ ー ジ の送 受 信 な ど が 提 供 さ れ て い る 。

(3)デ ー タ ベ ー ス マ シ ン と し て の イ ン テ リジ ェ ン ト ・デ ィ ス ク ユ ニ ッ トの 利 用

機 能 に つ い て

57年 度 に 開 発 さ れ た 「イ ン テ リジ ェ ン ト ・デ ィ ス ク フ ァ イ ル 管 理 ユ ニ ッ

ト」 と の 接 続 機 能 を 有 し 、 デ ィ ス ク 中 の フ ァイ ル のOPEN/READ/WRI

TE/CLOSEが 行 え る の み な ら ず 、 ス テ ー シ ョ ン の メ モ リ内 容 の デ ー タベ

ー ス ・マ シ ン へ の 格 納 と取 出 し が 出来 る よ うに な っ て い る 。

(4)ネ ッ ト ワー ク ・ア プ リケ ー シ ョ ン開 発 支 援 機 能 に つ い て

本 リア ル タ イ ム モ ニ タ の 下 で 動 作 す る プ ロ グ ラ ム の デ バ ッグ の た め の 機 能

(メ モ リー 内 容 の ダ ン プ 、 修 正 、 タ ス ク 制 御 、 マ ク ロの シ ミ ュ レー シ ョン等)

が 提 供 さ れ て い る 。

ま た 、 前 項(3)の メ モ リ内 容 の デ ー タ ベ ー ス マ シ ン へ の セ ー ブ/・ 一 ド機 能

は 、 こ の 頃 の 意 味 で も有 用 と考 え ら れ る 。

以 上 に よ り、 本 リアル タ イ ム モ ニ タ は 、 プ ロ ジ ェ ク トが 要 求 す る 仕 様 を十 分

満 足 す る もの で あ る と考 え る。

5.5.2総 合 評 価

本 リアル タイ ム モ ニ タ は、 前 年 度 ま でに 開発 さ れた 簡 易型 ロー カル エ リアネ

ッ トワー ク の効 果 的 利用 を 目的 と して 開発 が 意 図 さ れた もの であ る。 開発 され

た モ ニ タ は、 要 求 仕 様 を ほ ぼ完 全 に満 して お り、 ア プ リケー シ ョン ソフ トウ ェ

ア開 発 支援 機 能 に つ い ては 、 イ ンテ リジ ェ ン トデ ィス ク フ ァイ ル 管 理 が有 効 に

利 用 さ れて い るな ど の点 が特 に評 価 され る。

な お、 当初 予定 さ れた デ ュアル ポー トRAMを 用 い た メ モ リ結 合 方 式 の制 御
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部 につ い ては 、 高 速PIO結 合 を用 い る こ とで、 本 モ ニ タに よ りそ の機 能 が問

題な く実 現 され るた め 、 シ ス テ ム全 体 の上 の効 率 か ら削除 され たb

今 後 は 、 本 リアル タイ ムモ ニ タを用 い て、 よ り実 際的 な アプ リケー シ ョンシ

ス テ ム を構 築 す る こ と でその 性能 を評 価 す るこ とが 課題 とな る であ ろ う。
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第4章 マイクロコンピュータに よる

2次 元 高速 アダマール変換 装 置





第4章 マ イ ク ロ コン ピュ ー タに よ る2次 元

高 速 アダ マ ール 変 換装 置

4.1装 置 の 名 称

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ に よる2次 元 高 速 ア ダマー ル変 換 装 置 。(以 下装 置 と

略 す)

4.2装 置 の 概 要

本 装 置 は 、 ビデ オ レベ ル の高 速 の画 像 デー タを、2次 元 の高 速 ア ダマ ール変

換(FHT)に よ り画 像 フ ィル タ リング を行 う装 置 であ り、 ア ダマ ー ル変 換 お

よび逆 変 換 に伴 う演 算 処 理 は全 て ハ ー ドウ ェア で行 うこ とに より、高速 化(512

ポ イ ン トで1.35ms)を 計 っ て い る。 また演 算 過 程 では フv－ テ ィン グ ポイ ン ト

演算 の考 え 方 を反 映 して有 効 数 字(仮 数 部)の 確 保 に努 め て お り、 演 算 途 中 で

微 少 デー タが カ ッ トされ る こ とを極 力避 け る よ う考慮 して あ る。

特 長

(1)512×512ポ イ ン トFHT700ms以 下

(2)512×512画 像 フ ィル タ リング2s以 下

(3)重 み 付 け デ ー タ、 外 部 入 力(16ビ ッ ト乗 算器 内蔵)

(4)演 算 方 式 は、1次 元FHT毎 に ブ ロ ック フ ロー テ ィング

(5)高 速ADC、DAC内 蔵(8ビ ッ ト10MHz)

(6)ビ デ オ コ ン トロー ラ 内 蔵

(7)高 速 デ ー タメ モ リ内蔵(512×512×18ビ ット、サイクルタイム100ms)

4.5装 置 の 構 成

(2)2次 元FHT装 置

①FHTコ ン トロー ラボ ー ド

FHT演 算 モ ジ ュー ル 、 デ一 夕 メモ リア ドレス ジ ェネ レィ タ、 重み 付 け
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演 算装 置 、 シー ケ ンス コ ン トロー ラ よ り構 成 され る。

② 高速 デ ー タ メ モ リー ボー ド

512×512×8ビ ット(256KB)3枚 で構 成 され る。 本 メ モ リー は 、画像

入 力 メモ リー 以 外 にFHT各 ステ ップ の テ ンポ ラ リー デ ー タ メ モ リー と し

て も機 能 す る。 速 度 は サ イク ル タ イ ム100nsを 保 証 す る。(注 、 本 メモ

リー は2枚 のボ ー ドで構 成 す る場 合 もあ る。)

③ 高速A/D、D/A変 換 ボ ー ド

当社 製 の既 成 ボ ー ドで10MHzの 変換 速 度 と8ビ ッ トの変 換 精度 を持 つ。

④ ビデ オ コ ン ト・一 ル ボー ド

当社 製 の既 成 ボ ー ドで、 ビデ オ カ メ ラ及 びTVモ ニ タ信 号 の コン トロー

ル を行 う。

⑤ 前 面 パ ネ ル 部

⑤ パ ワーSW

本 機 に電 源 を供 給 す るSWで 、 電 源ON時FHTコ ン トロー ラボー ド

は イ ニ シ ャライ ズ され 、 同時 にDATAADRROMか らDATAADR

RAMに ア ドレスジ ェネ レイ ター 情 報 が伝 送 され る。

⑤TENKEY、ANYKEY

・ 重 み 情 報 を 入 力 した り変 更 す るKEYで 操 作 は デ ィス プ レイ に よ りガ

イ ドさ・れ る。

◎ モ ー ドKEY

フ ィル タ リング連 続 モ ー ド/間 欠 モ ー ド切変 え や重 み付 けエ リアの選

択(SQUARE/ROUND)等 に使用 す る。

⑥ デ ィス プ レイ

本機 の動 作 状 態 を示 した り、 キ ー操 作 を ガ イ ドす るの に使 用 す る。

⑥ 電 源

5V10A定 電 圧 電 源
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⑦ コ ンソー ル

① ～⑥ の全 て を実装 し、 ビデ オ カ メ ラ、TVモ ニタ の同軸 端子 、 及 び画

像 メモ リー との イ ンタ ー フ ェー ス用 コネ クタを持 つ。

(2)ビ デオ カ メ ラ

品 名WV1500(松 下 電 器 製)

撮 像 管 子 ビジ コ ン(MIN照 度3LUX)

レ ン ズFF16S

(3)TVモ ニ タ(モ ノ ク ロ)

品 名WV5360(松 下 電 器製)

サ イ ズ9イ ンチ
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4.4機 能 説 明

▽

フ ィル タ リン グデ ー タ

設 定

く

画像デ ータIN

2次 元FHT

連続/

＼K/連 続

間欠

フ ィル タ リン グデ ー タ

設 定

-

フ ィル タ リ ン グ

2次 元逆FHT

DATAOUT

(モ ニ タ)

。 フ ィル タ リングエ リアの 区 画 と重 み付 け ば前 面

パ ネル のKEYSWよ り入 力 す る。

。 画 像 メ モ リ(補 助 メ モ リ)を 用 い る こ と に よ り

入 力 画 像 デ ー タ は ス ト レー ジ で き る。

。 間欠 の 場合 は 、 フ ィル タ リン グデ ー タ設定 を そ

の都 度 行 い、 重 み 付 け効 果 を確認 しな が ら最 適 設

定 を求 め るこ とが で きる。

。 連続 の 場合 は、 初 期 に 設定 した重 み 付 け で フ ィ

ル タ リン グを くり返 す。

。 内 蔵 して い'る乗 算 器 で高 速 演 算 す る。

。 画 像 メ モ リ(補 助 メ モ リ)に フ ィル タ リ ン グ画

像 情 報 を ス トレ ー ジ.で き る。
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4.5一 般 仕 様

(1)使 用 温 度 範 囲

0'C～ 十50'C

(2)保 存 温 度 範 囲

一15'C～ 十75.C

(3)耐 湿 度 保 証

20%～90%RH(結 露 し な い こ と)

(4)電 源

AC100V±10%1A以 下

/
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高 速A/D、D/A変 換

ボ ー ド

ビ デ オ コ ン ト 画一 ル ボ ー ド

FHTコ ン トロ ー ラ ボ ー ド

FHT演 算 モジュール

キ ー ボ ー ド512×512×9bit

デ・ス川 ↑ メモ リー

電 源5V10A

シ ス テ ム ブ ロ ック 図
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4.6評 価

/

本 プ ロジ ェク トは、 ビデ オ画像 水準 の画 像 デ ー タ を対象 と して、 極 め て高 速

な2次 元 ア ダマー ル 変 換 並 び に逆変 換 を 自立 的 に実 行 し、 画 像 の フ ィル タ リン

グ効 果 を実験 的 に検 討 し うる画 像処 理 装 置 を 開発 す る ことを 目的 とす る もの で

あ り、 大要 次 の よ うな機 能 を持 つ こ とが要 求 され てい る。 即 ち、

① 対 象 とす る画 像 を ビデ オ カメ ラか ら、 高速A/D変 換 器 を 内蔵 して、 受 け

入 れ ら れ る こ と。

② 対 象 とす る画 像 は512×512点 以 上 の画 素 分 解 能 を有 す る こ と。

③ 上 記 画像 入力 の1フ レー ムを 記憶 し うる機 能 を有 す る こ と。

④ 上 記画 像 を、 任 意 に設 定 し うる4領 域 以 上 の重 み 付 き変 換 処 理 に よ り、2

秒 以 内 にフ ィル タ リング可 能 とす る こ と。

⑤ 処 理 され た画 像 は ビデ オモ ニ タ上 に表 示 され る こと。

これ らの要 求 に対 して、 シ ス テ ム機 能 を綜 合的 に評 価 す る。

4.6.1シ ステ ム 機 能 の 評 価

本装 置 の主 要 部 は 、 次 の よ うな機 能 部 分 か ら構 成 され て い る。 即 ち、

(1)ビ デ オ変 換 ボ ー ド

(2)高 速 ア ダマ ール 変 換 制 御 ボー ド

(3)高 速 ア ダマ ー ル変 換 処 理 ボー ド

(4)高 速 デ ー タ メ モ リボー ド

これ らの機 能 に よ って、

① ビデオ画 像 水 準 の入 力 を、10MHzの 変換 速 度 で、8ビ ッ トの変換 精度

でA/D及 びD/A変 換 可 能 な 能 力 を有 して い る こと。

②Z-80マ イ ク ・プ ・セ ッサ を用 い て 、 高速 ア ダマ ー ル変 換 制 御機 能 が

実 現 され て い る こ と。

③ 高 速 ア ダマ ール 演 算 機 能 は 、512点 の ア ダマー ル変 換 を1.35ms以 内、
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512×512点 の二 次 元 ア ダマ ール 変 換 を700ms以 内 に実行 可能 であ る

こ と。

④1フ レー ムの 画 像 の フ ィル タ リングを2秒 以 内 に実行 可 能 であ る こと。

等 の要 求 を満 足 して い る と認 め られ る。

筐 体 の外観 は 、 前 面 パ ネ ル が 当初 の配 置か ら変 更 され て い るが、 これは液

晶 デ ィス プ レイ を 当 初 の計 画 よ り大 型 の もの とした こ と に よ る もの で、機 能

上 の改 善 であ る と認 め られ る。

4.6.2総 評

本 装 置 は 、各 種 の画 像 に ア ダマ ール 変換 を施 す こ とに よ って 、画 像 処 理 の実

験 的 検 討 を行 うこ とを主 要 な 目的 と して 設計 され た もの であ る。 従 っ て、重 み

ヤ

入力 を 種 々 に変 化 し、 自由 な実 験 を迅速 に行 う為 には 、 現在 の キ イ ボ ー ド入 力

に よる 固定 的 な重 み パ タ ー ン指 定 のみ では 不充 分 であ り、 パ ー ソナ ル コ ンピ ュ

ー タ を外 付 して重 み パ ター ンを設 定 す る機 能 を強化 し、 更 に変 換 デー タ を補 助

記 憶 に 記 録 す るな どの機 能 を強 化 しな け れ ば、 実用 的 な シス テム であ る とは認

め ら れな い。 本 プ ロジ ェク トでは、 予 算 の制 約 か ら、 この機 能 が付 与 され てい

ない が 、 本 プ ロジ ェク トの成 果 を実 用 的 な シ ス テ ム と し て活 用 す る為 には、 受

託 者 が こ れ らの機 能 を 自 らの負 担 で付 加 して、 多数 の デ ー タ に ア ダマー ル変 換

処理 を施 す実 験 を継 続 し、 実 証 的 に本 装 置 の有 効 性 を 確認 す る作 業 を継 続 す る

こ とが 望 ましい。
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